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いちごの本格的なシーズンが到来しました。群馬県の代表的一押しブ

ランド「やよいひめ」は、果実が大きく食味が良い、果肉はしっかりし

ていて日持ちが良いなど、時代のニーズにあった特性を持ち、県内での

いちごの作付けは、やよいひめが約７割（平成２５年度県調べ）を占め

ています。 

昨年２月に県内に大雪が降り、多くのいちごハウスが倒壊しました

が、いちご生産者はくじけず復興に取り組んでいます。 

栽培管理に力を入れ、消費者の皆様に満足のいく、美味しいいちごを

お届けします。 

 

「やよいひめ」ってどんないちご？ 
 「やよいひめ」は、群馬県が育成した「とねほっぺ」と、栃木県が育

成した「とちおとめ」をかけ合わせてできた、群馬県のオリジナル品種

です。他のいちごにはない上品な橙赤色と、大粒でしっかりとした果肉、

甘さと酸味のバランスに優れた食味が特徴です。 

 また、その名のとおり、他品種の品質が低下しやすい「３ 月（弥生）」

以降も安定した品質を保てることも大きなセールスポイントです。 

  

やよいひめの特性は？ 
・大粒！ 

・食味良好（糖度が高く、まろやかな酸味） 

・果皮がしっかりしていて、日持ちが良い。 

・上品な鮮紅色（果実全体の色が徐々に濃くなる特徴を持ち、暖かくなる３月以降も果実の色が黒ずまない） 

 

ぐんまのいちごは生果だけではない！ 
 人気のいちご「やよいひめ」の色・風味・形の特徴を活かした新たな

加工品「ドライやよいひめ」。「ドライやよいひめ」は熱風乾燥技術に

より、いちご「やよいひめ」を乾燥させたものです。「ドライやよいひ

め」の活用により、一年を通じて消費者に美味しい「やよいひめ」を提

供することが可能になるほか、６次産業の取り組みも期待できます。こ

の取り組みは、昨シーズンから始まっており、「ドライやよいひめ」を

使用した商品の開発も進んでいます。 

 

大粒ですっきりした甘みが特徴、美味しく日持ちがいいのが自慢！ 

“群馬一押し！自慢のいちご「やよいひめ」” 
～女子会「ひめラボ」もイチオシ！～ 

【 や よ い ひ め 】  

【 や よ い ひ め 栽 培 圃 場 】  

【 ドライやよいひめ】  



ひめラボ 
群馬では県産農畜産物のブランド化を考える女子会「ひめラボ」を発足しています。 

そのひめラボの部会長で、シニア野菜ソムリエの竹下裕理さんが考案した「やよいひめ」を使用したスイーツ

です。是非試してみて下さい。 

ひめラボでは、今後もやよいひめを使用したレシピを考案し、HP にて紹介していく予定です。是非ご覧くだ

さい。 

 

ぐんまアグリネット内「県産農畜産物のブランド化を考える女子会（ひめラボ）」 

http://aic.pref.gunma.jp/etc/hime_labo/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひめラボおすすめのスイーツ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群馬では５月末までいちご狩りが楽しめます。甘くておいしい｢やよいひめ」は、ケーキやパフェなどのデ

ザートとして楽しんでいただけますが、やはりそのまま食べていただくのが一番です。 

 群馬に来られた時は是非「やよいひめ」をご賞味ください。 

【商品に関する問合せ先】 

群馬県蚕糸園芸課ぐんまブランド推進室  TEL：027-226-3129 FAX：027-243-7202 

【 女子会「ひめラボ」の皆さん】  



【いちご品評会の開催】 
 

 群馬県園芸協会は、県内で生産されたいちごの品評会を毎年開催しており、今年度も品評会で秀作の展示・

販売が行われます。 品種は、「やよいひめ」を中心に約１００点が出品されます。 

 

 ・会  場：群馬県庁（前橋市大手町） 

 ・日  時：平成２７年１月２０日（火） ※観覧料：無料 

 ・審査対象：県育成品種の部、その他品種の部、ジャンボいちごの部 

 ・審  査：１０：００～１１：３０ 

 ・一般公開：１２：００～１５：００ 

  ・出品物即売  １５：００～（売り切れ次第終了） 

 ※ 生産者による直売（午前１０時から商品終了まで） 

  

■やよいひめジャンボいちごコンテスト 

 

 いちご品評会では、ジャンボいちごの部において毎年巨大ないちごが出品されています。審査は、いちご５

個の合計重量で行われ、昨年度優勝したいちごは、５個合計で４３１ｇ、１個平均８６．２ｇと、通常のいち

ご（２Ｌサイズ＝約１６ｇ／個）の５倍以上になります。 

「やよいひめ」は大粒自慢、その本領を発揮したコンテストです。 

 今年のコンテストでは、どんな記録が出るか楽しみです、是非会場を訪れてご自身の目で大きさを確認して

はいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 い ち ご 品 評 会 審 査 風 景 (H25)】  

【 入 賞 い ち ご (H25)】  【 ジ ャ ン ボ い ち ご (H25)】  



【ぐんまのやよいひめ× Toshi Yoroizuka 記者発表（仮）情報】 
 

大きな果実とソフトな甘さが特長の群馬県が生んだ独自のいちご品種「やよいひめ」の魅力をひきだすため、

フルーツに造詣の深い著名パティシエ鎧塚俊彦氏にデザートの開発を依頼し、３月１８日から２３日に Toshi 

Yoroizuka 六本木ミッドタウン店にて、期間限定でご提供いただくことになりました。つきましては、下記日

程にて記者発表の実施を予定しております。 

 

■名称：ぐんまのやよいひめ× Toshi Yoroizuka 記者発表（仮） 

 

■日時：1 月 29 日（木）／18:00～21:00 

 

■主催：群馬県蚕糸園芸課 

 

■協力：Toshi Yoroizuka 

 

■会場：Toshi Yoroizuka 六本木 MIDTOWN 

 

■当日のプログラム（予定） 

○開催時間：第一回 18:00～19:00 第 2 回 19：30～20：30（入れ替え制）  

○やよいひめに関するご説明 

○鎧塚俊彦氏による「やよいひめ」の魅力と新作デザートに関するプレゼンテーション 

○質疑応答 

○デザート試食  

○備考：14 席の会場のため、2 回にわけての実施となります。 

ご参加は、事前のご予約が必要です。下記連絡先までお申込みください。 

 

■プロフィール 

○鎧塚俊彦氏 

○1965 年生まれ／京都府出身 

○ヨーロッパでの８年の修行の成果と２年の準備期間から生まれた菓子理念は 

技術や素材の探求のみならず「より美味しいものを召し上がって頂きたい」と 

いう更なる高みに向かいデザートカウンター６席の小さな店つくりへと具現化 

しました。そしてそれを昇華させたミッドタウン店。素材の見直しから生まれた 

一夜城 Yoroizuka Farm での農業への取り組み。YoroizukaFarm Ecuador での 

世界でも例のない畑からのショコラ作りへの挑戦、Yoroizuka Farm Association 

での地方と農家の方々との共存共栄。それらの Yoroizuka 10 年の歩みを得て 

これから新たなる１０年への第一歩を印します。 

 

 

 

ToshiYoroizuka 

オーナーシェフ 鎧塚俊彦氏 

Toshi Yoroizuka 六本木 MIDTOWN 


